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レーダ用機上アンテナ

野村民也・浜崎裏．二・長谷部　望・「li川　消・関1．］　豊

　　　　　　　　　1．　　序

　力・：・パロケット用のアンテナについては，すでは報告

したので1），本文ではラムダ型ロケット用の機．ビアンテ

ナにつ1．・て述べる．iムタ型ロケットは従来のカッパ型

ロケットに比較して胴体径が著しく大きいので，アンテ

ナの設計に当たって伝転射パターンが胴体の影響をあま

り受けないように旨慮された．ラムダ型1ラムダ3型第

2ブ．一スタも「司じ），　ラムダ3型メインともに，　罷翼型

のテンテナが製作使用され，所期の目的が達成され詐二．

　　　　2．　ラムダ2型およびラムダ5型

　　　　　第2ブースタ用アンテナ

　第1図はラムダ2型およびラムダ3型第2フ．一スタに

　　　　　　　　　　　　　用いられたレーダ用機上

　　　　　　　　　　　　　アンテナを示す．尾翼後

　　　　　　　　　　　　　縁の比較的先端に近い所

　　　　　　　　　　　　　にL字型のノッチが切り

　　　　　　　　　　　　　こまれLおり，　ノ．7千に

　　　L坐∴5一恥よテ。・ンが旗されて

　　　　　　　　　　　　　いる．ノッチぱ1司軸ケー

　　　　　　　　　　　　　ブルで餓電されアンテナ

　　　　　　　　　　　　　として動作する．魯部の

　　　　　　　　　　　　　手法は同図に示された通

　　　　　　　　　　　　　りである．第2図はロケ

　　　　　　　　　　　　　tttトの週同体に取り付けら

第・図レ3型・・テナれたア・テナの写真であ

　　　　　　（2段目1　　　る．第3図，第4図はそ

れぞれこのアンテナの輻射パターン，測定アンテナには

円偏波アンテナを使屑，入力VSWRの測定結果をポ

す．輻射パターンの記法については前報hlを参照された
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長ノ’，7チ甲｛ア
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て実験が行な

われた，　ロケ

ッ　ト目同庫の影

響を避ltるた

め尾翼後縁の

先端に近い所

に真直なノッ

チアンテナが

切り込まれた

が，実験の結

果良．好な輻射

パターンが得

られなかn
た．その理由

は，ノッチの
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が大ぎいため
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a　 ロケノト胴体を含むアノ

　テナ翼の水平面内における

　輻射パターン
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L－2型メインロケット用アンテナ

　　　　dL－3型2段目〕

称1．こは流れないためと．考えられる．／ッチの’状を変え

てL字形にすると，電流はノッチの近傍に穿ttiするので

良好な輻射パターンが得られたものと思われる，ほかに

も第5図に示されたアンテナについて実験が行なわれ，

良好な結果が得られたが，工作の難易さと機械的強度の
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　　　fi　5図　胴体を含むアンテナ翼の水平面内

観点から第1図のアンテナに決定された．

　　　3，ラムダ5型メインロケット用アンテナ

　ラムダ3型のメインロケットは尾翼を必要とせずさら

　　　　　　　　RG　　　　に大きなテンテナ翼は空

　　　　　　　「MU　　　　気力学的に有害であるの

　　　　　　　　　　　　　で，でぎるだけ小型のア

テフロン

第6図　 L－3型ロケット

　　　用アンテナ（3段目）

ンテナ翼を用いるよう考

慮がはらわれた．翼が小

さいため従来の型のノッ

チアンテナは胴体の影響

を著しく受け良好な輻射

パターンを得難い．この

ため第6図に丁された通

り，翼を縦割りにする方

向にス］Jットを切りテフ

ロンを充填Lこのスリッ

トを導波管型アンテナと

して使用することによっ

て，胴体の影響と第2段

フースタとメインロケッ

　　　第7図　L－3型メインロケット用アンテナ

トとの切断に基づく胴体の影響の変動を小さくした．ア

ンテナの溝造・寸法は第6図に，また胴体に取り付けら

れたアンテナの写真は第7図に示きれる，第6図のサン

ドイッチ状にテフロンを挾んだ部分が同軸導波管変換部
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　を受け，アン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　テナとLて動1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　作する．第6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図に示ざオした
　　　　　　　　σ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　通リスリット
　　a　ロケット胴体を含むアンテ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の幅は傾斜し
　　　ナ翼の水平面内
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピーダンスD

　　　　　　　　　　　　　　　　　　整合を容易に．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　した．各部分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の寸法も同署

27σ　　明、。　　9・’に示さオ・て・
　　　　　　　　－1身r　　　　　　　　　る・　第8図，

　　　　　　　　　＿1．　　　　　　　　第9図にそれ

　　　＼＼一働／　　　　　　　　　　　　　　　　　　それ二のアン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　テナの輻射パ’

　　　　　　　　σ　　　　　　　　　ターンおよび

　　｛’　b　1）アンテナ翼の垂直面内　　　入力VSWR

　　　　　　　第　8　図　　　　　　　　の周波数特性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を示す．いず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　れもロケフト

2．0　　　　　　　　　　　　　　　　　アンテナとし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　て一応満足で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　きるものであ

1・5　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．結び

1．D　　　　　　　　　　ラムダ型・．
　162θ40　60　8D　17002040　Mcケ’7ト用の機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　上アンテ＋の　　　　　　　第　9図

設計と性能の概略を述べた．これらのアンテナはL－2

型およびL－・3型のロケットに取り付けられ．．飛しlt　5．

実験においても良好な結果を得た．

　最後にアンテナの設計にあたりご指導下さった本学斉

藤教授・玉木教授・ならびに，アンテナの製作に当たら

れたプリンス自動車工業KKの板橋課長・中村技師・明

星電気KKの瓜本技師に深謝する．
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